
2026.６ 2

秩
父
市
教
育
委
員
会
委
員
の

就
任

　長年にわたり各分野で著しくご活躍され
た方々に贈られる「春の叙勲」「危険業務従
事者叙勲」などが発表されました。
　市内で受章された皆さんをご紹介します。

春の叙勲・褒章春の叙勲・褒章

元秩父消防本部消防監
坂本 哲男 氏

	 （山田）

元秩父消防本部消防司令
渡辺　道孝 氏

	 （荒川上田野）

坂本氏は、昭和55年４月から秩父消防本部の消防
士として奉職されて以来、火災・救急・救助など、
各種災害現場の第一線において活動に従事されてき
ました。
その後、秩父消防本部消防長を務められ、平成30

年３月の退職まで、38年の長きにわたり消防職員と
して地域防災の中核を担われました。
在職中は、常に率先して住民の生命、身体および

財産を保護するという消防の使命感に燃え、秩父地
域の安全確保に多大な貢献をされました。

渡辺氏は、昭和48年４月から秩父消防本部の消防
士として奉職されて以来、火災・救急・救助など、
各種災害現場の第一線において活動に従事されてき
ました。
その後、秩父消防署東分署長を務められ、平成24

年３月の退職まで、39年の長きにわたり消防職員と
して活躍されました。
在職中は、常に自己研鑽を重ね警防技術の向上に

努められるとともに、豊富な経験、冷静な判断力を
もって、秩父地域の安全確保に尽力されました。

元秩父市長
久喜　邦康 氏

	 （道生町）
久喜氏は、平成18年５月から平成20年12月までの
間、秩父市議会議員として市政の一翼を担いました。
平成21年５月には秩父市長に就任され、以来３期12
年の長きにわたり市長として市政運営に邁進されま
した。
市長として、市役所本庁舎および秩父宮記念市民
会館の建設を行い、災害時の防災拠点および芸術文
化の拠点を創出したほか、市の最重要課題の一つで
あった旧秩父セメント第一工場跡地への企業誘致に
際しては、周辺市道等のインフラ整備を実施し、地
権者のご理解をいただき、跡地の一部に錠前製造企
業、映画館、宿泊施設を誘致するなど、秩父市の発
展に大いに貢献されました。
また同時に、秩父広域市町村圏組合の管理者とし
て、秩父地域の水道事業の広域化の実現、各地域の
７つの消防分署を４つへ集約化、新火葬場の建設な
ど、各方面に尽力されました。
さらに、新型コロナウイルス感染症が流行した令
和３年１月には、医師である自身の経験と深い見識
を活かし、秩父地域１市４町および秩父郡市医師会
が協力し、秩父地域全体でワクチン接種を行う「秩
父方式」を確立させ、感染拡大防止等に多大な貢献
をされるなど、強力なリーダーシップを発揮されま
した。

瑞宝双光章瑞宝双光章
（危険業務従事者叙勲）（危険業務従事者叙勲）

瑞宝単光章瑞宝単光章
（危険業務従事者叙勲）（危険業務従事者叙勲）

旭日小綬章旭日小綬章

松本　司 氏
（上影森）

　
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
長
年
に

わ
た
り
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
努
め

ら
れ
た
次
の
方
に
対
し
、
厚
生
労
働

大
臣
よ
り
特
別
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

　
浅
海
氏
は
、
市
議
会
３
月
定
例
会

に
お
い
て
議
会
の
同
意
を
得
て
、
５

月
25
日
付
で
清
野
市
長
か
ら
秩
父
市

教
育
委
員
会
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し

た
。

浅海　純一 氏
（上宮地町）
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秩
父
市
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
を
選
任

市報ちちぶは、町会の皆さんのご協力で配られています。市役所総合窓口、吉田・大滝・荒川総合支所、
各公民館、文化体育センター、市立病院でも配布しています。

　
戸
井
田
氏
、
山
中
氏
、
渡
辺
氏
、

山
﨑
氏
は
、
市
議
会
３
月
定
例
会
に

お
い
て
議
会
の
同
意
を
得
て
、
５
月

24
日
付
で
清
野
市
長
か
ら
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

戸井田　修 氏
（桜木町）

山中　令子 氏
（荒川上田野）

渡辺　智信 氏
（日野田町）

山﨑　克則 氏
（中村町）

秩
父
に
新
風
。

秩
父
に
新
風
。

秩
父
市
長
に
就
任
し
て
か
ら
１
年
を

迎
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

１
年
間
、
市
政
に
対
し
温
か
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
す
べ
て
の
皆

さ
ま
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

１
年
を
振
り
返
り
、
私
が
強
く
実
感

し
て
い
る
こ
と
を
三
点
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
に
、
秩
父
市
は
豊
か
な
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
て
い
る
一
方
で
、
地
震
や

水
災
害
等
に
よ
る
大
規
模
な
災
害
リ
ス

ク
は
低
い
と
さ
れ
る
中
で
も
、
落
石
や

土
砂
災
害
、
路
面
凍
結
に
よ
る
交
通
事

故
、
山
林
火
災
な
ど
、
地
域
特
有
の
リ

ス
ク
と
隣
り
合
わ
せ
に
あ
る
と
い
う
現

実
で
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
生
命
と
財
産
を
守
り
切

る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
の
備
え
と
迅

速
か
つ
的
確
な
危
機
管
理
体
制
の
構
築

が
不
可
欠
で
あ
る
と
、
改
め
て
強
く
認

市
長
就
任
１
年
を
迎
え
て

秩
父
市
長
　
清
野
　
和
彦

識
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

第
二
に
、
こ
の
１
年
間
で
、
今
ま
で

に
も
増
し
て
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま

と
直
接
お
会
い
す
る
機
会
を
い
た
だ
く

中
で
、
秩
父
の
ま
ち
を
心
か
ら
愛
し
、

支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
が
、
本

当
に
数
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
皆
さ
ま
、
一
人
一
人
の
想
い

と
行
動
こ
そ
が
、
秩
父
市
の
大
き
な
原

動
力
で
あ
り
、
か
け
が
え
の
な
い
財
産

で
あ
る
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

第
三
に
、
こ
れ
ま
で
先
人
た
ち
に
よ

り
秩
父
地
域
で
培
わ
れ
て
き
た
広
域
行

政
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、

よ
り
推
進
し
て
い
く
必
要
性
で
す
。
地

域
が
一
体
と
な
り
連
携
を
深
め
る
こ
と

で
、
新
た
な
可
能
性
を
創
出
し
、
人
口

減
少
社
会
に
お
い
て
も
住
民
の
皆
さ
ま

が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

２
年
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、「
個

性
あ
る
地
域
の
力
を
活
か
し
、
わ
か
ち

あ
い
の
秩
父
を
つ
く
る
」
と
い
う
決
意

を
改
め
て
胸
に
刻
み
、
一
つ
一
つ
の
課

題
に
真
摯
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
市
政

運
営
に
全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で
ま
い

る
所
存
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続

き
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
歩
み
を
進

め
、
秩
父
市
の
未
来
を
よ
り
良
い
も
の

に
で
き
る
よ
う
に
果
敢
に
挑
戦
を
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。

　ご寄附をいただいた企業様をご紹介します。
誠にありがとうございました。
未来のための結婚・出産・子育ての希望をか
なえる事業
�豊富な地域資源を活用した新しい人の流れを
つくる事業のために
▶２月２４日、株式会社石田屋から
１総合政策課☎２２－２８２３

「企業版ふるさと納税」による
� ご寄附をいただきました

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す

と　
き　
６
月
23
日
㈫
19
時
～
（
18
時

30
分
開
場
）

と
こ
ろ
　
市
役
所
本
庁
舎
３
階
庁
議
室

テ
ー
マ
　
産
業
観
光
支
援

２
不
要
。

詳
細
は
Ｃ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１
秘
書
広
報
課
☎
22

－

２
５
０
５

秩父市インフォメーション
毎日７時55分から３～５分間
〇�FMの79.0MHzにチューニン
グ！
〇スマートフォンでも、
　「ＦＭプラプラ」
　ちちぶエフエム
　から

ちちぶエフエムで
秩父市の情報を発信中
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市Ｃ

　
対
象
と
な
る
私
道
は
、
次
の
要
件
を

満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

対
象
要
件

①
生
活
道
路
と
し
て
現
に
使
用
さ
れ
て

い
る
こ
と

②
３
戸
以
上
の
住
宅
に
よ
っ
て
利
用
さ

れ
て
い
る
こ
と

③
築
造
後
５
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る

こ
と

④
幅
員
が
１
．
８
メ
ー
ト
ル
以
上
（
都

市
計
画
区
域
内
に
あ
っ
て
は
、
４

メ
ー
ト
ル
以
上
）
で
あ
る
こ
と

⑤
公
道
（
道
路
法
第
３
条
に
規
定
す
る

道
路
）
に
両
端
ま
た
は
一
端
が
接
続

し
て
い
る
こ
と
（
一
端
が
接
続
し
て

い
る
場
合
は
、
延
長
が
15
メ
ー
ト
ル

以
上
で
あ
る
こ
と
）

⑥
接
続
す
る
公
道
が
す
で
に
舗
装
さ
れ
、

ま
た
は
本
年
度
中
に
舗
装
予
定
で
あ

る
こ
と

⑦
関
係
す
る
す
べ
て
の
世
帯
が
市
税
を

完
納
し
て
い
る
こ
と
（
未
納
税
額
の

な
い
こ
と
の
証
明
書
を
提
出
い
た
だ

き
ま
す
）

⑧
地
域
住
民
の
意
向
を
十
分
反
映
し
、

総
意
を
得
て
い
る
事
業
で
あ
る
こ
と

補
助
対
象
経
費

補
助
対
象
事
業
に
要
す
る
経
費
お
よ
び

そ
の
工
程
に
係
る
諸
経
費

　空き地に雑草や樹木が繁茂したり、枯れ草が密集
すると、害虫や火災の発生、近隣トラブルを招くほ
か、ごみ等の投棄場所となるおそれがあります。
　市では、良好な環境を保全するために、秩父市環
境保全条例で「空き地の適正管理」の規定を設け、
土地所有者または管理者に指導や助言を行っていま
す。
　空き地を所有または管理されている方は、思わぬ
トラブルの原因とならないよう、日頃から適正な管
理をお願いします。
　また、オオキンケイギクなど、特定外来生物を見
つけた際には、駆除をお願いします。
詳しくは市Ｃをご覧ください。

１生活衛生課☎２５－５２０２
　各総合支所地域振興課
　吉田☎７２－６０８３
　大滝☎５５－０８６１　荒川☎５４－２１１４

補
助
金
額

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
１
以
内
の
額

（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）
と
し
、
50
万

円
（
予
算
額
）
を
限
度
と
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
申
込
多
数
で
予
算
超
過
の

場
合
、
補
助
額
は
決
定
数
お
よ
び
申
請

額
に
応
じ
て
減
額
と
な
り
ま
す
。

２
代
表
者
を
選
任
し
、
申
請
書
に
必
要

な
書
類
を
添
え
て
、
10
月
30
日
㈮
ま
で

に
管
理
用
地
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

補
助
金
の
詳
細
は
、

市
Ｃ
「
秩
父
市
私
道

整
備
事
業
補
助
金
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

１
管
理
用
地
課

☎
26

－
６
８
６
１

私
道
の
整
備
を
す
る
方
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

空き地の適正管理を
お願いします

○
申
し
込
む
前
に
ト
ラ
イ
ア
ル
期
間
や
条
件
、
退
会
方
法
を
よ
く
確
認

○�

ト
ラ
イ
ア
ル
だ
け
の
つ
も
り
が
「
サ
ブ
ス
ク
」
に
移
行
す
る
場
合
が
あ
る

の
で
注
意

○�

申
込
時
の
情
報
（
パ
ス
ワ
ー
ド
等
）
が
解
約
に
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
る

の
で
注
意

１
秩
父
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
☎
25

－

５
２
０
０

毎
週
月
～
金
曜
日
（
祝
日
は
お
休
み
）
９
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時

©
埼
玉
県
消
費
生
活
課

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

〈
高
齢
者
を
守
る

　
お
助
け
か
わ
ら
ば
ん
〉

（令和８年５月15日現在。敬称略）
町　会　名 会　　長　　名
滝 の 上 町 正 木 恒 彦
中 宮 地 町 大 嶋 洋 一

新町会長さんのご紹介
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ご寄附ありがとう
ございました

　
生
き
生
き
と
し
た

毎
日
を
過
ご
す
に
は
、

健
康
管
理
が
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
埼

玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、

昨
年
度
75
歳
ま
た
は
80
歳
を
迎
え
た
方

を
対
象
に
、
健
康
長
寿
歯
科
健
診
を
実

施
し
ま
す
。

　
お
口
の
健
康
は
全
身
の
健
康
に
つ
な

が
り
ま
す
。
疾
病
予
防
、
健
康
の
維
持

増
進
の
た
め
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
　

昭
和
20
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
21
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方
ま
た
は
、
昭
和
25

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
26
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
方
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
資
格
を
お
持
ち
の
方

受
診
方
法
　
対
象
の
方
に
は
埼
玉
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
６
月
下

旬
に
通
知
が
送
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
通
知
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間
　
令
和
８
年
７
月
１
日
～
令

和
９
年
１
月
31
日

１
保
険
年
金
課
☎
25

－

５
２
０
１

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　
吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　
大
滝
☎
55

－

０
８
６
３

　
荒
川
☎
54

－

２
１
１
１

◎�

実
施
期
間
中
、
健
康
長
寿
歯
科
健
診

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

☎
０
１
２
０

－

９
８
２

－

８
６
５

①
令
和
９
年
４
月
採
用

募
集
職
種
・
人
数
　

�

看
護
師
５
人
・
介
護
福
祉
士
１
人
・
作

業
療
法
士
１
人
（
令
和
８
年
度
中
に
免

許
取
得
見
込
み
も
含
む
）

試
験
日
　
８
月
25
日
㈫
午
前
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後期高齢者医療保険の保険料率が変わります

【保険料率】 【均等割額の軽減措置】

※�子ども・子育て支援納付金分の令和９年度の保険
料率は令和８年度中に決定します。

（注１）�下線部分は年金・給与所得者の数が２人以上の場合に計算
します。

　後期高齢者医療保険の保険料は２年ごとに
見直しが行われます。
　令和８・９年度の保険料率は、次の表のと
おりとなります。

　今年度から、今までの保険料を基礎賦課分
とし、子ども・子育て支援納付金分（以下、
子ども分）が新設されました。
　保険料の上限額は、基礎賦課分が85万円、
子ども分が２万１千円となり、合計上限額は、
87万１千円となります。

〇�所得の少ない方は保険料が軽減されます
　世帯主と世帯に属する被保険者全ての方の前年の総所得
金額等を合計した額が、次の表の基準以下となる場合は、
均等割額が軽減されます。

〇�今年度の後期高齢者医療保険料額決定通知書は、７月中
旬に送付予定です。

１保険年金課☎２５‐５２０１
各総合支所市民福祉課　吉田☎７２‐６０８２
大滝☎５５‐０８６３　荒川☎５４‐２１１１

基礎賦課分
（令和８・９

年度）

子ども・子育て
支援納付金分
（令和８年度）

※

合　　計
(令和８年度)

均等割額 ５２，３７０円 １，３３０円 ５３，７００円

所得割率 9.49% 0.25% 9.74%

世帯の被保険者および世帯主の
総所得金額などの合計額 軽減割合 軽減後の

均等割額

43万円＋10万円×（年金・給与所得者の
数－1）以下（注1） ７割 14,900円／年

43万円＋31万円×（被保険者数）＋10万円
×（年金・給与所得者の数－1）以下（注1） ５割 26,840円／年

43万円＋57万円×（被保険者数）＋10万円
×（年金・給与所得者の数－1）以下（注1） ２割 42,950円／年

　次の方から、社会福祉のため
に寄附をいただきました。
▶２月２日、匿名様から、
　５，０００，０００円
▶�４月３日、ボランティアだん
だん　（近藤秀樹代表）様か
ら、２，７２３円
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